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論文 内容要
旨
緒 謡
 シアリン酸(ノイラミソ酸)は最近20年以上に亘って研究されてきたが戸958年オ1図の
 如き構猷を有することが認められた:ものである.
 シアリン'醜・ま生体内に広く分布しており,諸疾患,特1'こ炎症性疾患畢膠原1病,新生物などにより
 血滴中のその量が増加することがいわれている.また:インフルエンザ一
 策1図シアリソ酸
 ヴァイラスによる血球凝集反応における受容体は本物質であり,赤血球の構造式
 沈降反応で非常に重要な役割を演ずる乙とが証朗されるなど,シアリγ
 酸の生イ輪薦義蠣醜ものがあるとみられる榊朧「醸1:旦・・H
 の血清シアリγ酸についてはあまり報告されていないが,ノイラミソ酸OIio一亭一H
 轍鮒漸ダリオシドからで凱かつ繊蜘嘲で頗にL琶二畷HA。
 は殆んど存在しないこと,幼児期にその増加が騰であること,ミニリH-q-OH
H-d-OH
 ソの頼的生化学的繊分かつであると叛られているこ撞ど沙曲,。H
 くとも脳とシアリソ酸との間には極めて密接な関係があると考えられる,
 N-Ace七yl且eurεし一
 そこで著者は精神疾患,特に内因性精神病rこついて血清シアリソ酸の研コ1虫cAcid
 究を行ってきたが,内頸動脈,内頸静脈,肘正中静脈から同時に採血し,
 この5者血清のシアリソ酸含有量を定量し,ある程度の知見を得たので,その大要について報告す
 る,
 実験方法及び材料
 血清シアリン酸の定量は次の方法で行った.すなわち採駁した血清を熱5%三塩化醋酸で処理し,
 得られた抽出液についてDiphenylamine反応及び直接Ehrlich反応で呈色し,分光光度
 置十で=測定した、
 1)熱5%三塩化醋酸抽出液(Ni銘炉鱗雄e分画)の作成
 血清2η♂を有栓試験管にとり,これに20%三塩化醋酸4那イを加えると蛋白質が沈澱する、
 この沈澄に5駕♂の5%三塩化醋酸を加えて,ガラス栓で蓋をし,正確にゴ5分間沸騰水温浴で加
 熱する、その衡1止水で冷却してから遠心し.己上清をとり出す.その後2回5%三塩化醋酸で洗滌し,
 糸含量を8錫イに1する.
 2)Dip五enylamine反応(D反応〕
 Niazi-Sta毛e分画1π♂を有栓試験管にとり,これに5%三塩1ヒ醜竣を加之て4鴛♂にす
 る.これにDiphenyiamine試薬6毎'を加えてからガラス栓で蓋をし,正確に50分沸騰水
 温浴を行い,呈色せしめる.これを流水で冷却し,5ろD鋸μの波長で測定した.
 対照は5%三塩化醋酸を4刎とり,同時に同一操作を行った.
 5)面接EhrIich反応⊂E反応)
 Niazi-9tate分画1-2ク%を有栓1試験管にとり,5%三嶽化酪酸を加えて5雇とし,
 これにEhrlich試薬2π'を加える.そしてガラス栓で蓋をし,正確に50分沸騰水温浴を行
 い,呈色ぜしめる.これを流水で冷却し,565πμの波長で測定した.
 対照はEhflich試薬の代りに,その溶媒を用いて同時に同一操作を行った.
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 4)試薬
 Diphβnylamine試薬はDip五enylam輸e1辞をナ1く酪酸10日刎・に溶解し,これに濃硫
 酸2.75π6を加えたものである.
 Ellriichl試薬は濃塩酸50興♂に蒸溜水50班♂を加えて1容媒とし,これに四一Dimeth-
 ylamillobenzaldehyde5詳を溶解したものである・
 5)標準曲線
 これは結晶牛シアリ:/酸(N一,0-Diacetylneurami・nicAcid)'を5%三塩化鵬酸に
 溶解した標準液を用いて作成した.
 6)被検者並びに資料
 資料は空腹時の,内頸動静脈及び肘正中㈱派よりの入血清である.被検者は19才から45才の
 正常健康人12例(男性8例,女性4例),6才からゴ5才のてんかん愚者7例(男性5例・女性
 4例),22才から69才の躁病4例(全例男性),21才から55才のうつ病4例(男性1例,
 振幅例),1ア才莇4碑の麟艘病2綱(難1瑚,女齢例)噛る.
1
 ・!結果並びに検討
曇
 /夫々の5者血溶のシアリγ酸含有量の平均及ぴ変動範囲はオL2表の如くであった.
 ・i1)正常健康人彗
 1夫々の血清シアリソ第1表正常健康者・てんかん・躁うつ病患者の
 1血清シアリγ酸含有量・:(η響%)
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 康者では血清シアリソ酸は殆んど増減を示していない.
 性別による比較では,女性の方が平均して約10訊呼%高い値を示している.今まであまり問題
 にされてい淡いが,これは有意O差のよ)に思われる.(危険率はすべて5鱗以内であった.)
 2.)てんかん
 てλかん患者では正常健康者の約{,5倍を示す箸弱な増加がみられた.被検者のうち2例は採血
 時発作を起しており,昏迷状態を示していたが,両者笑内頸静脈血に最高値を示した.その他の例
 ではすぺて内頸動脈雄に最も多い.肘正中静脈血では全例が最小値を示した。
 発作頻度別にみるとオ1表の如く稀小舞はD反応では正常者より少しく高いが,E反応ではむしろ
 低い、総じてほy正常者と同じであると考えられる.しかし発作頻発群は非常に増量している,変
 動範囲も大きいが、t5%以下の危険率で有意な差であった:.
 シアリン酸はムコ蛋白質やムコリビドに,あるいは血清ではα2一グロブリγに解製し易い形で
 結合している、この点を考えると,全期犬態の変化が起り易いてんかんにおいて血清シアリン酸が
 増量することは理解できるし,発作1が多くかつ重篤なもの程その増加が署しい傾向があることも当
 然といえよう。また現在発作中の被検者が内顆静脈血に最大値を示したことは、てんかん発作では
 脳はシアリソ酸の債極的産生を行う可能性のあることを示唆し,その他の患者で内頸動脈血で最大
 を示したことは,その常に起り得る.測ヒに対して防禦を充分にするために動脈血よリシアリγ酸を
 脳に供給し,そしてまた微妙な外界よりの変化に応じているのではないかと推測される.
 5)躁うつ病
 躁病では内頸動脈血に最大であり,肘正中静脈血に最小であった.そし、て増悪斯文は極期にある
 群と軽焼又は慢1生軽躁'微量群に分1弓てみるとオ1衷の如くその差は顕著である・軽訣・慢性群では
 1巳宍翁直を示し}急、一1生・
 麟騨ではてんかん発第壊棚紛裂病離物颯飽アリγ酷樋(『ノ脇)
 作頻発群と同程度の増_
 量で,両群間にけ5%
 以内の危険率で有意の
 差がみられた.
 一方うつ病では,そ
 の症状から当然起ると
 推測された変化がみら
 れず,正常範囲にある
 傾向があった.また内
 顆静脈血に最大含有
 量を示す傾向があり,
 内頸動脈血で最小の傾
 向がみられ.た.これは
 脳においてシアリン酸
 が積極的に:産生江れ,
 また不明の濁識或は器
 官でその大量が消費又
 は破壊されていること
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 を暗示ンずる如く考えられる.
 躁うっ病全体としては,躁病が状態像の変化に応じて血清シアリソ酸の消長を示し,また内頸動
 脈血で最大量を示す傾向のみられるのに対して,うつ病では状態像と関係なく正常範囲にあるよう
 にみえ,しかも内頸動脈血に最小であるなど,同一疾患の表裏と考えられている本病において何ら
 かの要素的な変化に相違があり,その要素的左変化が一方に向うと縣相となり,他方に向うとう
 つ桝目になるような1'陰測もさ一,に得る.
 4)精神分裂病
 全:体にみて,先づその値が正常範囲内にあるのが目につく、しかし男女性典,最小値では正常範
 囲の下界にあり,むしろ正常よ亘低い傾向すらみえ,一方最大値では正常範囲より1勘・に増量して
 いる.これに対して二元的な解釈が必要であるように思われる.すなわち現在まで血青シアリン酸
 が減少するのは肝1轄・がある時のみに認められているが,精神分裂病では肝障害はよくみられるも
 のであり,この点が減少している症例を理解させる、一方増量している症例は他の身体条1牛の変化
 による影響を考えさせる.
 症例を緊張病型,破瓜病型及び症状の固定した陳旧群に分けても,夫々の間に著明な差はみられ
 なかった.(.第2表')全体にみると緊張病型では増量する傾向があり,陳旧辞甲はむしろ減少する
 傾向があったが,やはり症例により一概にいえなかった.
結 語
 1)正常健康者の血清シアリン酸量ば性別により異なるようであり,男性ではD反応で55,0
 -55.4ηえ9%,E反応で58.8-62.6η慨%,女性ではD反応で62.2-63.5際%,E反応で
 68.7-699刀好%と約哩0ノ鰯%の差がみられた.また肘正中静脈血に最も少い傾向があった.
 2)てんかん届渚では発作稀小鮮ではほ虻正常範囲にあるが,頻発群では非常に増量し,しか
 も変動範囲も大きかった.発作中の患者では内頸静脈血に最大を示し,その他の患者は内顆動脈血
 に最:大であった.
 ろ)躁うっ病のうち,躁病では内頸動脈血に最大で,肘正中静脈血に最小であ匂,増悪期、極
 期には著明に増大していた.うつ病では状闇象にあまり関係がないようで,ほy正常範囲にある如
 くであり,また内頸静脈血に最大で内頸動脈血に最小の傾向があった.すなわち同一病患と考えら
 れている躁病とうつ病ではシアリγ酸ηとる態度はむしる反対の傾向がみられた、
 幻)精神分裂病では血清シアリγ酸の変動に対して二元的解釈がなされるが,特定の傾向よみ
 られず,むしろ問題の複雑性が示されているようであった.
 5)総じて血清シアリγ酸は脳でも積極的に産生叉垂ま放出されていることがあるよ9であり,
 時には消費されることもある如く考えられる.また一般には身体の不明の組織叉は器官で産生され
 全身に供給されているようであるが,ある種の病的状態では不明の組織叉は器官でその大量が破
 壊されていることもあるように思われる.
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審査結果要
旨
 精神病患者の血清シアリン酸については現在まで殆んど研究がなされていない.著者は主に内因
 性精神病患者について,内頸動脈,内頸静脈,肘正中静脈より空腹時に同時に採且且し,その皿湾シ
 アリン酸の含有量を測定し,次の様な結果を得た.
 方法は、三擶ヒ画趣俊によってとり出した:血清蛋白質を熱5%三む副ヒ醋酸で処理し,得られた抽出
 液についてDiphenylamine反応(D反応)及び直接Ehrhch反応(E反応)で呈色し,
 分光光度計で測定した.標準曲線は結晶牛シアリソ酸の三塩化醋酸溶液を用いた.
 その結果は次の如くであった.
 正常健康者の血清シアリン酸量は性別により異なるようであり,男性ではD反応で53∫ロr55.4
 〃』9%,E反応で58.8-62.6昭%,女性ではD反応で62.2-63.5婿%,E反応では68.7-
 699%と約4β噂%の差がみられた.また肘正中静脈血に最も少い傾向があった.
 てんかん患者では発作稀小確まほ璽正常範囲にあるが,頻発群では非常に上甑:し,しかも変動範
 囲も大きかった.発作中の怨.者では内頸静脈血に最大を示し,その他の患者は内顆静脈血に最大で
 あった..
 躁うっ病の中,躁病では内頸動脈血で最大で,肘正中静脈血に最小であり,増悪期極期には著蜀
 岬増量していた.うっ病では状態橡にあま豊関係がないようで,ほy正常範囲にある如くであり,
 また内頸静脈血に最大で内頸動脈並しに最小の傾向があった,すなわち同一疾患と考えられている躁
 病とうつ病ではシアリン酸のとる態度はむしろ反対の傾向がみられた.
 精神分裂病では血清シアリソ酸の鋤に対して二元的解釈がなされるが,特建の傾向はみられず,
 むしろ問題の複雑匡麟示されているようであった.
 総じて血清シアリソ酸ま脳でも積極的に産生叉は放出されることがあるようであり,時には消費
 されていることもある如く考えられる,また}般には身体の不明の黍臨奴は器官で産生され,全身
 に供給されているようであるが,或る種の病的状態では不明の器官でその大量が破壊されているこ
 ともあるようrこ考えられる.
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